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年月（西暦） 備考 

明治 43 年 8 月（1910 年） 梅雨前線と 2つの台風の豪雨により関東全域で明治時代最大級の水害が発生 

大正 3 年 8 月(1914 年) 豪雨で鬼怒川氾濫し死者 20 人 

昭和 13 年 9 月（1938 年） 関東、鬼怒川各所で破堤、越水した 

昭和 16 年 7 月（1941 年） 梅雨の洪水宇都宮浸水、三妻洪水 

昭和 22 年 9 月（1947 年） 
カスリーン台風による大洪水 

倒壊家屋 2 棟、床上・床下浸水 703 棟 

昭和 24 年 8 月（1949 年） 
キティ台風による洪水、氏家町大中で破堤 

床上・床下浸水 650 棟（不明多し） 

昭和 33 年 9 月（1958 年） 

台風 21 号による豪雨 

死者・行方不明 2 名、倒壊家屋 7 棟 

床上・床下浸水 510 棟 

昭和 46 年 8 月(1971 年) 台風 23 号に伴う豪雨、警戒水域 14cm 超過（石井）、44km 付近の河岸崩壊 

平成 14 年 7 月(2002 年) 下流無提区間（常総市豊岡地先）で床上浸水  

３－３ 治水の変遷 

（２）鬼怒川の治水対策 （１）鬼怒川の過去の主な洪水 

昭和 13 年水害（水海道羽田写真家撮影） 平成 14 年 7 月洪水 無堤部浸水状況

常総市豊岡町地先 鬼怒川の治水対策 
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平成 14 年 7月洪水 常総市本町地先 
下流部は住宅密集地であり、堤防が低く、出水のたびに危険な
状況にさらされている 

（１）河道の整備 

平成 14 年 7 月洪水 無堤部浸水状況

常総市豊岡町地先 

 計画断面堤防 暫定堤防 暫々定堤防 

現況（平成 17 年度末） １２９ｋｍ（67％） ４８ｋｍ（25％） １５ｋｍ（8％） 

（１）河道の整備 

・堤防の整備状況（平成 17 年末時点）は、堤防が必要な区間のうち、断面を満足する区間の割合は 67％である。 

・平成 14 年 7 月洪水においては、常総市豊岡地先の無堤部で浸水被害が発生している。 

・中流区間では、平成 13 年 9 月出水において約 100m の河岸侵食が発生した。

暫定堤防

凡  例

計画断面堤防 

暫々定堤防 

不必要区間 

堤防の高さ及び断面が不足 

つくばみらい市小絹地先 

平成 13 年 9月洪水 護岸の洗掘・崩壊

塩谷町上平地先 

出水前の河岸線

出水後の河岸線 

約 100ｍの侵食

東北新幹線橋梁 

無堤部、弱小堤の存在 

平成 13 年 9月洪水 河岸侵食状況 東北新幹線橋梁付近 

４－１ 現状と課題（治水①） 

洪水の痕跡水位

河岸侵食

４．現状と課題 

既往洪水の痕跡水位 
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樋
管
数

躯体の一部がレンガ構造、土砂の吸い出しで

空洞化が生じている 

 

（４）老朽樋管 

ＪＲ水戸線鬼怒川橋梁 

河床低下 

（３）河床低下 

（２）堤防の安全性：堤防は過去の拡築・補修の繰り返しにより、内部の構造が不明確。堤防の浸透に対する安全性が低い区間が存在し、堤防の強化が必要である。 

（３）河床低下：局所的な深掘れが随所に発生し、「低水護岸の抜け上がり」、「橋脚基礎部抜け上がり」による構造物の安全性が低下している。 

（４）老朽樋管：設置から 50 年以上経過した樋管が全体数の約半数を占め、老朽化による機能低下及び周辺堤防を含む安全性低下が大きな課題となっている。 

（２）堤防の安全性 

昭和 57 年 9 月洪水 漏水の状況 常総市樋ノ口地先

鬼怒川堤防詳細点検結果

凡例（浸透による堤防の安全性 

：詳細点検調査実施済みの区間 
 

：詳細点検調査未実施の区間 
 

：今回の詳細点検の結果、 

浸透に対する安全性不定区間 

 
～計算条件～ 
概ね 100 年に１度発生する降雨と洪水において、現在の河川堤防の

浸透に対する安全性を評価した結果を示している。 

４－１ 現状と課題（治水②） 

堤体材料イメージ図

鬼怒川樋管設置年度 
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・河川の維持管理は、災害防止・河川利用・環境保全などの目的に応じた管理、日常から洪水時までの河川の状態に応じた管理、河川管理施設の種類に応じた管理と広範・

多岐にわたっている。 

・これらを効果的・効率的に実施するために、鬼怒川に応じた維持管理の水準を確保しつつ、維持管理基準を定め、この基準に基づき具体的な維持管理の内容を位置づけ

た河川の維持管理に関する計画を策定し、適切な管理を実施する。 

・河川の変化を把握・分析し、必要な措置を講じるための合理的な仕組みとして、巡視・点検、維持・補修、評価、公表の一連の作業・手続きからなるサイクル型維持管

理体系の充実を図る。 

（１）河川管理施設等の機能の維持：堤防、排水機場、護岸及び水門樋門等の河川管理施設については、洪水等に対して必要な治水機能が発揮されるよう平常時から巡視
点検等を行い適正な管理に努め、計画的に補修を行い、各施設の機能を良好な状態に維持する。その実施にあたっては、動植物の生息・
生育環境に配慮する。 

（２）水門・堰・排水機場等の操作管理：水門・樋門および排水機場等については、操作規則等に基づき、自治体等と連携し、迅速かつ的確に操作する。 
（３）ダムの操作管理：操作規則等に基づき適確に操作を行う。 
（４）河道の維持管理：河道への土砂堆積による洪水の流下能力の低下など、治水上支障がある場合は、必要に応じて土砂を除去する。土砂等の除去にあたっては、動植物

の生息生育環境に配慮する。河道を適切に管理していくため、定期的継続的に測量を実施する。河川管理上支障がある河道内の樹木等の草木について
は必要に応じて伐採等の適切な対策を講じて、洪水の流下の障害とならないよう管理する。 

６－４ 維持管理 

治水① 

機場点検状況 

（１）河川管理施設等の機能の維持 

フィードバック 
適切な維持管理、災害復旧等 

サイクル型維持管理の実施 

診断

評価 
河川責任者 

市町村・関係住民・ 
NPO・地域のリーダー等 

による協働 

維持管理実施計画 
の策定 

（365日のｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ） 

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝに基づく 
巡視・点検等の実施 

効果的・効率的な 
維持・補修等の実施 

情報開示 

各段階･サイクル 
全体について適切 
に開示 

状態把握 

日々継続的に 
調査･点検を実施 

河川カルテ（仮称） 
現況把握した堤防などの施設 
の状況をデータベース化 

（３）ダムの操作管理 （４）河道の維持管理 

五十里ダム観光放流

（２）水門・堰・排水機場等の操作管理

排水機場内の中央操作室 河道内樹木の伐採 

伐採前 

伐採後 
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６－４ 維持管理 

河川利用 

（１）河川空間の適正な利用：河川空間の利用にあたっては、適正な河川利用がなされるよう、必要に応じて施設管理者及び占用者に対し指導を行なう。 

（２）良好な河川環境の保全：良好な河川環境を保全するため、適切な管理や指導を行ない、自然環境の維持と保全を図る。 

（３）ゴミ対策：地域住民等の参加による河川の美化・清掃活動を自治体と連携し支援する。 

（１）河川空間の適正な利用 （２）良好な河川環境・景観の保全 （３）ゴミ対策 

水質 

（１）水質保全 （２）水質事故対応 

（１）水質保全：水質調査を実施すると共に、水利用その他への影響を調査し、水質保全に努める。 

（２）水質事故対応：水質事故状況の把握の上、「関東地方水質汚濁対策連絡協議会」の関係機関と連携し、迅速・適切な対応により被害の拡大防止に努める。 

鬼怒川・小貝川クリーン大作戦 

定期水質調査状況 

シナダレスズメガヤ駆除作業
（うじいえ自然に親しむ会） 

川の一里塚 

水質事故対策  自動水質監視装置（水海道地点）
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